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商店街DATA

こだわり
 ポイント!
こだわり
 ポイント!
こだわり
 ポイント!　　　　　パンフレットや
食べ歩きマップ等の製作に
ついてはなるべく経費を掛
けない工夫をしている。商店
街内のデザインが得意な者
がデザイン画を描き、写真
が得意な者が写真を撮るな
ど、できる限り外注する内容
を減らし、自前で製作するこ
とを心がけている。
　イベントの実施について
は毎回テーマを考え、積極
的に新しい内容等を取り入
れて、来街者を飽きさせな
いように工夫している。

「大学との連携」

「安心安全なまちづくり」

ほかにもこんな取組をしていますほかにもこんな取組をしています

❖取組の効果

❖今後の課題

▲パンフレット等
なるべく経費をかけない
工夫をしている

▶インターネットからの
チケット予約が可能になり
郊外からの客も増えた

　「カリアンナイト」事業による売り上げの一部を次年度

の事業費に回すなど、補助金が無くとも事業を継続して

実施することができるよう、補助金に頼らない財務体質づ

くりが必要である。

　また、イベントが飲食店中心のため、物販等への波及

効果は低いので、イベント時以外の日常的な昼間の商店

▲▶子どもから大人まで
広く楽しめるイベントも

開催される

▼スペースAquaふれあい交流広場

風俗関係の店舗も多い

定期的にパトロールや清掃活動を行っている

　現在、刈谷市・刈谷商工
会議所・愛知教育大学・刈
谷市刈谷駅前商店街の四
者で連携協定を締結して地
域活性化を進めている。
　例えば、地元大学である
愛知教育大学と連携した取組の一つである「アクアモールイル
ミネーション事業」では、学生がデザイン・製作・設置等を行
い、アクアモール沿いの商店街や刈谷工業高校の生徒、地域
の子どもたちの協力を得てイルミネーションを完成させた。こ
の取組は、健全で楽しい商店街のイメージアップに効果があっ
た。

　刈谷市刈谷駅前商店街は地域
特性として風俗関係の店舗が多
く、昔はゴミ出しのマナーの悪さや
風俗店の呼び込みが目立つなど景
観の乱れがあった。

　こうした課題の改善策として、平成17年から風俗関係者との懇談会を継
続的に開催し、商店街の仲間として、イベントや刈谷駅前周辺の環境を守る
活動「花と蝶のパトロール」を実施しており、毎月最終水曜日の清掃活動と
月２回の深夜の巡回等のボランティアを行っている。
　この取組は、刈谷駅前の安心・安全なまちづくりに貢献したとして、平成
22年10月に愛知県知事から感謝状を授与された。

街への集客や、物販を取扱う店舗の数を少しでも増やす

ための取組等の活性化策を充実させる必要がある。

　また、平成26年には技能五輪全国大会が刈谷でも開

催されるため、それに合わせたイベントを検討中である。

今後、「カリアンナイト」を進化させ継続していくこと、ま

た、そのための人材育成に力を注ぐことが必要となる。

　第1回カリアンナイトでは、参加店舗は24店であった

が、一晩で2,800人もの来街者が訪れた。以降、回数を重

ねるごとに参加店舗数と来街者数が順調に増え、規模が

拡大している。そして、平成25年の第11回では、参加店

舗約50店、来街者は1万人にまで及んだ。

　また、第11回では、初めて土曜日開催にした。土曜日は

企業の宴会等と重なることが多いため参加店舗の反対意

見もあったが、女性客や家族連れが通常時よりも増加し

たことにより、結果として来場者数は通常イベント時より

も多くなった。その結果、「夜のまち」というマイナスイメー

ジの払拭に効果があった。

　更に、チケットの購入方法としてインターネットから手

軽にチケットを入手できるチケット販売サイトの活用に

よって、郊外からの集客が増加するとともに、来街者数の

予測も以前に比べ容易になった。

　また、このイベントに関す

る取組を、県内の近隣商店街

に紹介したことで、他の商店

街との交流も深まった。

地元の学生と取組んだ「アクアモールイルミネーション事業」

　平成25年の第11回は刈谷城築城480周年記念の

年でもあったので、新しい試みを取り入れた。「カリアン

ナイト」は通常昼過ぎから開催されていたが、家族連れ

の集客が見込める土曜日の午前中からの開催を試み

た。チケットについても前売限定で枚数の少ない3枚

綴りチケットを販売した。更に、お酒の飲めない客にも

配慮したメニューの充実を図った。

　この実績を踏まえ、空き店舗を商店街が借り受けて改修を
行い、愛知教育大学の学生の活動拠点「スペースAquaふれあ
い交流広場」を平成22年にオープンした。ここは、市内在住・在
勤で営利目的でなければ、誰でも利用することができ、愛知教
育大学の学生による美術展やワークショップ等も開催されてい
る。

▲当日は昼も夜も多くの客で賑わう


